
4RFd-1201 希少種の人為的導入による、 
在来種への交雑を介した遺伝子浸透 

ー愛媛県タナゴ類の事例ー 

研究代表者：畑 啓生（愛媛大学大学院理工学研究科） 
Ｈ24－26年度 5,896,000円 



4RFd-1201 希少種の人為的導入による、
在来種への交雑を介した遺伝子浸透 
ー愛媛県タナゴ類の事例ー 
 
研究体制 
研究代表者：畑 啓生  
愛媛大学大学院理工学研究科）   



♂ 

アブラボテ 
Tanakia limbata 

準絶滅危惧種（環境省レッドリスト2007) 

 

♂ 

ヤリタナゴ 
Tanakia lanceolata 

準絶滅危惧種（環境省レッドリスト2007) 

愛媛県松山平野に分布するタナゴ類 

 アブラボテが松山で初めて報告（清水,2004） 

 

 ヤリタナゴが減少、絶滅危惧IB(EN)に指定（愛媛県レッドデータブック2003） 

 
 ヤリタナゴとアブラボテの交雑が示唆（Hashiguchi et al. 2006） 

タイリクバラタナゴ 
Rhodeus ocellatus ocellatus 

国外外来種 
 

♂ 



研究開発目的 

• 在来ヤリタナゴと移入アブラボテとの交雑と
遺伝子浸透の実態解明 
– 形態観察 
– 遺伝子解析（ミトコンドリア、核） 

 

• 交雑が生じるメカニズム解明 
 

• 在来希少種ヤリタナゴの保全と、泉を用いた
国内 移入希少種アブラボテの生息域外保全
システム構築 
– 地元住民と科学的知見の共有、モニタリングや管
理の協働 



https://maps.google.co.jp/ 

松山平野 

4水系60地点及び，松山平野に点在する湧水池42地点において、 

潜水調査を行い、タナゴ類の分布を確認した。  



ヤリタナゴとアブラボテの分布とその変遷 

2013年 

2000年 

(Uchida & Inoue 2010) 

ヤリタナゴの生息地は減少，アブラボテの生息地は増加 

ヤリタナゴ アブラボテ 

ヤリタナゴ在 不在 アブラボテ在 未調査 



ヤリタナゴとアブラボテの
ミトコンドリア遺伝子
(Cytochrome b)の 
系統樹 

西九州 



西九州グループのハプロタイプネットワーク 

松山平野のハプロタイプは福岡県矢部川ですべて見られた 

松山平野のアブラボテは，全て移入由来である可能性が高い 



核遺伝子型に基づく交雑個体の分布 

ヤリタナゴとアブラボテ 
松山平野で広く交雑個体が生じていた 
生息場所 ヤリタナゴ：国近川河口付近 
     アブラボテ：湧水池付近 

交雑個体 



松山平野における二枚貝の分布 

松山平野ではマツカサガイが優占 

堰堤下流の限られた地点に局所分布 

堰堤 

個体/m2 



松山平野における二枚貝の分布 

松山平野ではマツカサガイが優占 

堰堤下流の限られた地点に局所分布 

マツカサガイは近年新規加入していない 

堰堤 

個体/m2 
マツカサガイの殻長 

(個
体
数

) 
(mm) 



愛媛県レッドデータブック2014執筆 

情報不足→絶滅危惧絶滅危惧IA(CR) 

絶滅危惧絶滅危惧I(CR+EN) →ＤＤ 

本研究により得られた主な成果：科学的意義 



本研究により得られた主な成果： 
環境政策への貢献 
 
地元住民と研究成果を共有 

愛媛新聞 
2013年3月18日 



「第１６回重信川の自然をはぐくむ会」総会 
 □ 日 時：平成２７年 ２月 ２日(月) 15:30 ～ 17:00 
  □ 場 所：メルパルク松山 ラフィーネA 
 

次   第 
１．開会あいさつ 
   愛媛大学 理事・副学長 矢田部 龍一 

２．出席者自己紹介 
３．議  事 
１） 
２）自然再生地を用いたヤリタナゴ保全の提案【資料－３】 
   愛媛大学理学部 畑助教（２０分【意見交換含む】） 
３） 
４） 
５） 

４．閉会 

国土交通省四国地方整備局松山
河川国道事務所、
重信川の自然をはぐくむ会（清水
孝昭主愛媛県農林水産研究所主
任研究員、三宅洋愛媛大学准教
授）と
自然再生地を用いたヤリタナゴ保
全区の策定に掛かる

本研究により得られた主な成果： 
環境政策への貢献 



自然再生地を用いたヤリタナゴ保全の提案 

 愛媛大学大学院理工学研究科（畑啓生、井上幹生准教授） 
 国土交通省四国地方整備局松山河川国道事務所 
 重信川の自然をはぐくむ会（清水孝昭主愛媛県農林水産研究所主任研究

員、三宅洋愛媛大学准教授） 

本研究により得られた主な成果： 
環境政策への貢献 

 官民学が共働して泉を用いたヤリタナゴの保全区策定 

 ヤリタナゴを自然再生のシンボルフィッシュに！ 

 

 

http://livedoor.blogimg.jp/wato37/imgs/d/e/de554a59.jpg 



 ヤリタナゴは絶滅危惧種IA(CR)に格上げ 
 アブラボテは情報不足(ＤＤ)に格下げ 
 （愛媛県レッドデータブック2014） 
 自然再生地を用いた官民学協働による      

ヤリタナゴの保全に着手 

要約：本研究により得られた成果 
 松山平野のアブラボテは福岡県からの国内外来種 
 ヤリタナゴは過去10年間に分布を急速に減少 
 タナゴの産卵床となるマツカサガイは局所分布、 
再生産していない 

 アブラボテと交雑し遺伝子汚染の危機が明らかに 
 

♂ 

交雑個体 

松山平野におけるヤリタナゴ、アブラボテ、交雑個体の分布 

自然再生地、松原泉 

♂ 

アブラボテ ヤリタナゴ 

♂ 
情報不足(国内外来種) 絶滅危惧IA(CR) 

堰堤 

個体/m2 

産卵床となるマツカサガイの分布 


